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マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
発
掘
現
場
。
方
形
空
間
（
チ
ャ

ン
バ
ー
）
と
マ
ヤ
堂
内
陣
部
分
（
後
方
小
高
く
な
っ
て

い
る
部
分
）
の
中
央
部
地
表
面
下
約
一
メ
ー
ト
ル
よ
り

ア
シ
ョ
カ
王
が
釈
尊
生
誕
の
場
所
を
示
す
た
め
に
置
か

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
「
石
」
を
発
見
。

　
去
る
八
月
二
十
六
日
よ
り
四
日
間
に
わ
た
り
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
委
員
（
企
画
・
折
衝
担
当
）
川
島
宏
之
、

国
際
文
化
部
長
吉
橋
勝
寛
、
同
次
長
深
澤
照
生
の
単

名
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
於
い
て
L
D
T
関
係
者
と
会

議
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
目
的
は
、
本
会
と
L
D
T
が
調
印
し
た
協

定
書
（
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
）
に
し
た
が
っ
て
｝
九
九

二
年
よ
り
本
会
が
派
遣
し
た
考
古
学
者
上
坂
平
氏
が

行
っ
た
考
古
学
調
査
が
、
釈
尊
誕
生
の
場
所
を
示
す

と
思
わ
れ
る
「
石
」
を
発
見
す
る
等
、
多
大
の
成
果

を
挙
げ
て
終
了
し
た
の
で
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
マ

ヤ
堂
復
元
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
L
D
T
委
員
長
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
）
バ

ル
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
K
・
C
氏
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
次
に
L
D
T
、
考
古
局
、
仏
教
会
、
建
築
家
、
大

学
教
授
な
ど
二
十
六
名
の
各
界
の
代
表
者
と
実
務
者

会
議
を
四
時
間
半
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。

　
本
会
は
、
基
本
方
針
と
し
て
、

①
復
元
作
業
は
協
定
書
に
し
た
が
っ
て
行
う
。

②
「
石
」
を
ふ
く
め
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
は
保
護
の
た

　
め
埋
め
戻
す
。
「
石
」
は
見
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
盗
難
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る

　
の
で
埋
め
戻
す
の
が
良
い
。

③
基
壇
は
も
と
の
位
置
と
大
き
さ
（
2
1
×
2
6
メ
ー
ト

　
ル
）
に
復
元
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
遺
跡
は
完
全

　
に
保
護
さ
れ
る
。

④
基
壇
上
に
マ
ヤ
堂
を
復
元
す
る
。
た
だ
し
、
調
査

　
か
ら
は
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の
デ
ザ
イ
ン
や
ス
タ

　
イ
ル
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
例
え
ば
ア
シ

　
ョ
欝
欝
（
B
C
三
世
紀
）
の
時
代
に
近
い
時
代
に

　
建
立
さ
れ
た
サ
ン
チ
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
参
考
と
な

　
ろ
う
。

⑤
仮
堂
の
マ
ヤ
夫
人
像
は
、
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の

　
本
尊
と
し
て
ま
つ
る
。

と
の
見
解
を
の
べ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
L
D
T
側
か
ら
は
具
体
的
か
つ
実

行
可
能
な
意
見
や
対
話
は
な
く
、
結
局
、
三
ヶ
月
以

内
に
今
後
の
方
針
を
ま
と
め
て
本
会
に
提
言
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
。
本
会
も
こ
れ
に
対
し
具
体
的
な
方

針
を
示
す
こ
と
に
し
た
。

　
全
体
的
に
L
D
T
側
は
、
協
定
書
を
無
視
し
て
遺

跡
を
見
せ
る
こ
と
が
観
光
の
目
玉
だ
と
の
空
気
が
極

め
て
強
か
っ
た
。
本
会
は
協
定
書
を
示
し
な
が
ら
、

復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
に
期
待
す
べ
き
こ
と
を
協
調
し

た
。
今
後
も
辛
抱
つ
よ
い
折
衝
が
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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第
二
回
中
韓
日
仏
教
友
好
交
流
会
議
ソ
ウ
ル
大
会

が
、
九
月
九
日
よ
り
九
月
十
二
日
ま
で
の
日
程
で
韓

国
の
ソ
ウ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
議
は
中
国
仏
教
会
会
長
、
趙
撲
初
師
の
東

ア
ジ
ア
仏
教
の
「
黄
金
の
絆
」
を
強
め
て
い
こ
う
と

い
う
呼
び
か
け
に
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
各
国
の

U
　
　
　
　
φ

ピ
　
「
「

直
｝

魍
　
レ

r
　
も

’
　
　
申
　
「

仏
教
界
が
賛
同
し
、
我
が
国
で
は
、
浄
土
門
主
、
前

全
日
本
仏
教
会
会
長
中
村
康
隆
沓
下
が
会
長
を
務
め
、

各
宗
派
、
本
山
、
諸
団
体
、
多
数
が
参
画
し
、
平
成

六
年
に
結
成
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
の
目
的
は
、
中
中
日
三
国
の
仏
教
の
交
流

を
通
じ
、
仏
法
興
盛
、
相
互
理
解
、
東
ア
ジ
ア
の
平

和
の
為
に
貢
献
し
、
そ
の
交
流
の
和
を
拡
げ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
昨
年
、
平
成
七
年
中
は
、
中
国
の
北
京
に
て
第
一

回
の
交
流
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日
本
よ
り
多
く
の
代

表
団
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
今
般
は
昨
年
の
会
議
以
上

の
規
模
と
な
り
、
三
鎖
国
よ
り
、
約
一
千
名
以
上
の

参
加
者
が
あ
り
、
日
本
か
ら
も
代
表
団
、
一
般
参
加

者
を
併
せ
お
よ
そ
三
百
名
以
上
が
参
加
し
た
。

　
本
会
よ
り
、
白
幡
憲
佑
理
事
長
が
日
本
代
表
団
の

相
談
役
と
し
て
参
加
し
、
（
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
会

長
・
江
連
俊
則
師
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　
会
議
二
日
目
に
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
東
国
大
学
に

お
い
て
、
世
界
平
和
祈
願
法
要
が
盛
大
且
つ
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
、
三
融
資
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
は
、
壇
上

に
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
作
法
に
従
っ
て
、
祈
願
法
要

を
営
ん
だ
。

　
三
日
間
に
亙
っ
て
、
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
韓

・
中
・
旦
二
国
仏
教
の
使
命
」
と
題
し
て
、
各
国
代

表
よ
り
熱
心
な
討
議
、
意
見
が
出
さ
れ
、
最
終
日
に

は
、
共
同
宣
言
文
「
二
十
一
世
紀
を
先
導
す
る
韓
・

中
・
日
仏
教
の
役
割
」
が
、
発
表
さ
れ
た
。

　
共
同
宣
言
の
骨
子
は
、
e
文
化
・
芸
術
の
交
流
、

口
人
材
交
流
、
㊨
情
報
交
換
、
四
相
互
間
の
参
観
訪

問
、
㈲
世
界
仏
教
徒
と
の
交
流
、
㈹
環
境
破
壊
に
対

す
る
三
国
仏
教
徒
の
役
割
、
㈹
世
界
難
民
救
済
事
業

の
協
力
機
構
の
構
成
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
来
年
十
月
の
第
三
回
大
会
は
日
本
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
採
択
さ
れ
た
。
三
日
間
の
会

議
は
、
文
字
通
り
感
力
国
の
「
黄
金
の
絆
」
を
一
層

堅
固
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
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改
正
さ
れ
た
、
新
し
い
．
宗
教
法
人
法
し
が
施
行
さ
れ
た
．
こ
れ
に
よ
っ
て
、
　

皿
麗
雛
憂
欝
四
竃
三
鷹
糟
縫

［
嚢
・

正
浩

　
昨
年
の
十
二
月
十
五
日
に
公
布
さ
れ
た
改
正
宗
教

法
人
法
は
、
本
年
九
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

施
行
を
前
に
し
た
九
月
九
日
目
十
二
日
の
両
日
、
都

道
府
県
知
事
か
ら
新
た
に
文
部
大
臣
に
所
轄
庁
が
移

行
し
た
宗
教
法
人
に
対
し
、
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

以
下
こ
の
説
明
会
に
参
加
し
て
気
が
つ
い
た
、
今
後

の
寺
院
運
営
上
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
を
述
べ
る
。

1
、
備
え
付
け
書
類
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
作
成
・
備
付
書
類
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①

寺
院
規
則
と
そ
の
認
証
書
（
法
人
設
立
時
か
ら
の
も

の
全
て
）
②
役
員
名
簿
（
規
則
に
記
載
さ
れ
て
い
る

役
員
全
て
、
通
常
は
代
表
役
員
、
責
任
役
員
、
法
類
、

総
代
等
で
あ
り
世
話
人
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

が
多
い
）
③
財
産
目
録
④
収
支
計
算
書
（
当
分
の
間
、

一
会
計
年
度
の
収
入
額
が
入
○
○
○
万
円
以
下
の
寺

院
等
は
作
成
を
免
除
さ
れ
任
意
）
⑤
貸
借
対
照
表
（
但

し
任
意
）
⑥
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
（
財
産
目
録

に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
例
え
ば
借
家
を

境
内
建
物
に
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
作
成
）
⑦

責
任
役
員
や
総
代
等
規
則
に
定
め
ら
れ
た
機
関
（
役

員
等
の
こ
と
）
の
議
事
に
関
す
る
書
類
（
会
議
を
開

く
必
要
は
な
い
が
持
ち
廻
り
で
も
議
事
録
を
作
る
必

要
が
あ
る
）
⑧
事
務
処
理
簿
⑨
公
益
事
業
（
幼
稚
園

や
保
育
園
を
宗
教
法
人
で
や
っ
て
い
る
場
合
）
や
収

益
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
そ
の
事
業
に
関
す

る
書
類
。

　
右
の
う
ち
③
財
産
目
録
④
収
支
計
算
書
（
以
上
は

全
日
本
仏
教
会
で
作
成
し
た
ヒ
ナ
型
）
⑧
事
務
処
理

簿
⑨
公
益
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
と
き
の
事
業
に
関

す
る
書
類
（
以
上
は
文
化
庁
宗
務
課
の
平
成
八
年
版

宗
教
法
人
実
務
研
修
会
資
料
掲
載
の
ヒ
ナ
型
）
を
掲

げ
て
参
考
に
供
す
る
。

2
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
「
信
者
そ
の
他
の
利
害
関

係
人
」
か
ち
閲
覧
請
求
の
あ
っ
た
場
合
、
閲
覧
す
る

こ
と
に
「
正
当
な
利
益
」
が
あ
り
、
請
求
に
「
不
当

な
目
的
」
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
寺
院
等
の
判
断
に
よ
り
支
障
が
な
い

限
り
謄
写
な
ど
を
認
め
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
る
。
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日現在）月

　　　　　　　◎財産目録

年度薮・○○寺・財産目録（年

資　　　　　　産
区分及び種類 数　　量 評　価　額 摘　　　　要

1．特別財産
（1）宝　　　　物

（2）什　　　　物

2．基本財産
（1）土　　　　地

（2）建　　　　物

（3）有価証券
（4）預　貯　金

3．普通財産
（1）土　　　　地

（2）建　　　　物

（3）有価証券
（4）預　貯　金

（5）車　両　等

（6）什器備品
（7）図　　　書

（8）現　　　金

4．そ　の　他

（1）貸　付　金

（2）前　払　金

資　産　合　計

信
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
と
は
、
①
檀
信
徒
（
寺

院
と
宗
教
的
な
継
続
関
係
を
保
ち
寺
院
等
の
財
産
基

盤
の
維
持
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
者
）
②
総
代
、
責

任
役
員
な
ど
③
所
属
僧
侶
な
ど
④
包
括
宗
教
法
人

（
宗
門
・
宗
派
）
⑤
債
権
者
、
保
証
人
な
ど
を
い
う

と
さ
れ
る
。
第
一
に
檀
信
徒
名
簿
を
充
実
さ
せ
て
お

く
必
要
が
生
じ
る
。
従
来
型
の
檀
家
名
簿
（
一
世
帯

一
名
の
も
の
）
で
は
不
可
。
一
世
帯
の
う
ち
誰
が
檀

信
徒
で
だ
れ
が
そ
う
で
な
い
か
を
明
確
に
し
て
導
く

必
要
が
あ
る
。
各
寺
院
等
で
明
確
な
基
準
を
設
定
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
④
葬
儀
を
依
頼
す
る
か
ど
う

か
。
◎
寺
院
等
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

㊦
護
持
会
費
を
一
定
期
間
支
払
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

㊥
法
事
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
㊥
寺
の
行
事
に

参
加
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
㊦
月
参
り
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
か
ど
ケ
か
等
、
そ
の
寺
院
の
実
状
に
合
っ
た

負　　　　　　債
区分及び種類 金　　　額 摘　　　　要

1．借　入　金

（1）長期借入金

（2）短期借入金

2．未　払　金

3．引　当　金

負　債　合　　計

正味財産（資産一負債）

基
準
を
た
て
て
お
く
。
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
④
権
利
者
が
ど
の
よ
う
な
利
害
関
係
を
有
す
る

者
で
あ
る
か
具
体
的
に
勘
案
し
て
、
◎
閲
覧
に
よ
る

内
部
規
程
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
◎
閲

覧
に
係
わ
る
書
類
ご
と
に
、
書
類
に
よ
っ
て
は
そ
の

一
定
部
分
ご
と
に
、
㊥
寺
院
等
が
自
ら
正
当
な
利
益

が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
第
二
に
、
今
後
は
閲
覧
請
求
の
あ
っ
た
時
の
内
規
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④収支計算書

年度「○○寺」収支計算書

支　　　　　　　　　　　　出

科　　　目 予算額（A） 決算額（B） 予算額　　負
iA）一（B）（△）

1．寺院維持費

公租公課
宗派課金
諸　会　費

営繕修理費

火災保険料

2．寺院経営費

会　議　費

法　要　費

教　化　費
檀信徒接待費

寺　務　費

車　両　費

教師養成費

寄　付　金
雑　　　　費

3．人　　件　　費

4．積　　立　　金

5．返　　済　　金

6．予　　備　　費

7．本年度剰余金

計

を
設
け
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
総
代
や
世
話
人
、

檀
信
徒
、
宗
門
、
債
権
者
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

役
員
名
簿
や
財
産
目
録
等
備
付
書
類
ご
と
に
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
の
書
類
の
一
部
毎
に
、
「
正
当
利
益
」

が
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
の
区
分
け
を
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
予
想
出
来
な
い
場
合
は
そ

の
都
度
判
断
す
る
し
か
な
い
。
「
不
当
な
目
的
」
と

は
、
④
寺
院
等
を
誹
誘
中
傷
す
る
資
料
を
得
る
目
的

（
第
三
者
へ
の
提
供
目
的
を
含
む
）
、
◎
一
般
に
公

開
し
て
い
な
い
情
報
を
売
却
す
る
目
的
、
⑤
恐
喝
等
、

不
当
に
財
産
的
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
目
的
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
参
考
に
し
て
内
規
を
作
成

し
た
い
。

3
　
前
述
1
に
掲
げ
た
②
③
④
⑤
⑥
⑨
の
書
類
（
但

し
作
成
が
免
除
さ
れ
て
い
た
り
任
意
と
さ
れ
て
い
て

作
成
し
て
い
な
い
場
合
を
除
く
）
の
写
し
を
会
計
年

年度「○○寺」収支計算書

収　　　　　　　　　　　　　入

科　　　目 予算額（A） 決算額（B）
予算額　　負
iA）一（B）（△）

1．布施収　入

2．会費収入
3．資産収　入

4．雑　　収　　入

5．特別会計繰入金

6．借　　入　　金

7．前年度繰越金

計

度
終
了
後
四
ヶ
月
以
内
に
所
轄
庁
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

4
　
そ
の
他
の
改
正
事
項
と
し
て
、
宗
教
法
人
審
議

会
委
員
が
十
名
以
上
十
五
名
以
内
か
ら
、
十
三
以
上

二
十
名
以
内
と
さ
れ
た
こ
と
、
一
定
の
場
合
、
所
轄

庁
が
寺
院
等
に
報
告
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
等

が
あ
る
が
、
当
面
の
寺
院
運
営
に
大
き
な
影
響
が
な

い
と
思
わ
れ
る
た
め
割
愛
す
る
。
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⑧事務処理簿
致二心、日報処1

年月日 事務　区分 処　　理　　事　　項 備　　　考

平7．8．1 責任役員会開催の件 開催通知送付 文書処理簿C－10頁

8．10 規則変更認証申請の件 県知事宛、規則変更認証申請書提出 文書処理簿A－5頁

9．10 登記届出の件 規則変更事項の登記を申請、同時に抄本交付申請提出 文書処理簿B－10頁

記入上の注意

1　法人の事務処理事項を処型頂に記入する。

2　備考欄には、関係帳簿の種類及び日数などを記入する。

簿理処書

整理

ﾔ号
種　　　別

文書記号
ﾔ　　　号

発信・受信

N　月　日
発信者・
�@信　者

摘　　　要 備　　　考 担当者印

10 受　　　信 総発難
�@10号

平　7．9．1
○　○　県

m　　　事
規則変更認証書 受42号綴

@50頁
㊥

◎公益事業等を行っている時の事業に関する書類

日現在月
事業に関する書類
　　　　　平成　　年

名称

事業所の所在地

事業の内容

法令による許認可等

　許認可等行政庁名

　許認可等年月日

－
⊥
　
　
　
　
9
白
　
　
　
　
り
0
　
　
　
　
4

5。責任者氏名

従業員数

前年度の収支決算額

　収支額（益金）

　支出額（損金）

　剰余金（純利益）

丑
U
　
　
　
　
ワ
6

8．収益の使途

（注）

ア
イ

ウ

エ
オ

カ

この書類は、事業ごとに作成する。
この書類は、原則として記載内容に変更があった都度新しく作成する
4．は開設等につき法令により許認可等を要することとされている事
業についてのみ記入する。
5．は、事業部門の責任者を定めている場合のみ記入する。
6．は、他と兼務で事業に従事する人数を含む。
8．には、「翌年度へ繰越」、「一般会計へ繰入」等を記載する。

文2．

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
の
要
領
で
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
室

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
税
務
、
一
般
民
事
等
、

ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、
宗
教
法
人
法
の
改
正
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
相

談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
◆
日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
～

　
◆
場
所
　
明
照
会
館
（
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
）

　
◆
予
　
約
　
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
局
（
0
3
－
3
4
3
7
－
9
2
7
5
）

一7一
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W
F
B
執
行
委
員
会

　
入
月
二
十
九
日
、
バ
ン
コ
ク
市
内
で
W
F
B
（
世

界
仏
教
徒
連
盟
）
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本

会
か
ら
は
、
吉
橋
国
際
文
化
部
長
、
深
澤
次
長
が
出

席
し
た
。

　
特
に
今
般
の
執
行
委
員
会
で
は
、
当
初
、
本
年
の

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、
韓
国
で
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
た
、
第
二
十
回
W
F
B
大
会
（
世
界
仏
教

徒
会
議
）
が
、
準
備
の
都
合
で
延
期
す
る
旨
の
報
告

が
韓
国
代
表
よ
り
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
開
催
期
日
と

場
所
に
つ
い
て
、
十
月
末
ま
で
に
事
務
局
あ
て
改
め

て
報
告
す
る
旨
が
約
束
さ
れ
た
。

　
　
　
負
担
金
検
討
委
員
会

　
九
月
十
三
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室

で
、
第
二
回
負
担
金
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
各
委
員
に
よ
り
活
発
に
意
見
が
交
換
さ
れ
、

理
事
長
へ
の
答
申
案
が
決
定
さ
れ
た
。

「
一
i
－
i
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
　
　
　
」

｛
西
山
禅
林
寺
派
名
宝
展
　

r
ー
ー
ー
ー
六
二
ー
ー
ー
ー
千
言
ー
二
重
一
二
し

　
九
月
十
二
日
㈱
よ
り
十
月
二
十
日
㈲
ま
で
、
東
京

池
袋
の
東
武
美
術
館
に
て
、
西
山
禅
林
寺
派
の
派
祖
、

出
湯
上
人
の
七
五
〇
年
ご
遠
忌
に
ち
な
み
、
総
本
山

一
九
九
六
年
十
月
一
日
発
行

　
　
十
月
号
　
第
四

永
観
堂
禅
林
寺
主
催
に
よ
る
「
京
都
・
永
観
堂
禅
林

寺
の
名
宝
展
」
が
開
催
さ
れ
、
今
回
は
二
百
年
ぶ
り

の
寺
宝
「
み
か
え
り
阿
弥
陀
」
像
の
東
京
出
開
帳
を

は
じ
め
、
「
絹
本
着
色
山
越
阿
弥
陀
図
」
な
ど
多
く

の
貴
重
な
宝
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
十
一
日
に
は
開
会
式
が
行
わ
れ
、
本
会
事
務
総
局

よ
り
田
中
総
務
部
長
が
出
席
し
た
。

蓑
事
〃
務
《
局
雌
蝶
一
毒
忌
ミ

1
九
月
一

九六五四三
日日日日日

局
内
会
議

浄
土
宗
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

日
宗
連
宗
教
調
査
特
別
委
員
会

神
戸
市
仏
教
会
と
の
協
議
会

文
化
庁
宗
教
法
人
法
説
明
会
出
席

九
日
～
＋
二
日

　
　
　
中
麗
日
仏
教
友
好
交
流
会
議
出
席

十十
ニー十
日日日

±
二
日

＋
七
日

＋
入
日

二
＋
六
日

導
音
連
税
制
特
別
委
員
会

西
山
禅
林
寺
派
名
宝
展
開
会
式
出
席

文
化
庁
宗
教
法
人
法
説
明
会
出
席

真
言
宗
豊
山
派
管
長
就
任
祝
賀
会
出
席

宗
教
法
人
実
務
研
修
会
出
席

負
担
金
検
討
委
員
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議

日
宗
連
理
事
会

同
和
委
員
会

発
行
人
　
荒
　
川
　
正
　
憲
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日

翻　翻翻　 　
　
　
　
　
ル
ン
ビ
ー
委
員
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

二
十
七
日
　
永
平
寺
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

　
三
十
日
　
局
内
会
議9×1

三帰依文、四弘誓願、宗門聖日、加盟団体住所録などを収録！

’
翫
－
臥
麟
屡
・
鶴
・

本
　
仏
　
教
　
会

お申し込みは励

全仏手帳係

曽自目凹噂一目

　
　
　
　
　
　
　
目

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四
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